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【手続補正１】
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】長尺体支持プレート及び長尺体支持装置
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調用配管や給湯用配管等の長尺体を受止め支持可能な長尺体支持具の支持
部とこれに受止め支持された長尺体との間に介装可能で、且つ、前記支持部の長尺体長手
方向での支持幅よりも大なる支持長さに構成された支持プレートに、前記長尺体支持具の
支持部に対して脱着自在に係合保持する係合保持手段が設けられている長尺体支持プレー
ト及びそれを備えた長尺体支持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記長尺体支持プレート及び長尺体支持装置においては、前記支持プレートが支持部の
長尺体長手方向での支持幅よりも大なる支持長さに構成されているため、架設される長尺
体を安定した姿勢で支持することができるとともに、長尺体の荷重を支持プレートの広い
支持面積で分散支持することができるから、特に、空調用配管や給湯用配管等のように、
長尺体に被覆処理されている保温材の圧壊による保温性能の低下を抑制することができる
。
【０００３】
　そして、このような長尺体支持プレート及び長尺体支持装置において、従来では、図１
６、図１７に示すように、前記係合保持手段を構成するに、長尺体支持具Ａの円弧状の支
持部２に沿った弧状に湾曲成形されている合成樹脂製の支持プレートＢの裏面における長
尺体長手方向の中央部に、前記長尺体支持具Ａの円弧状支持部２が入り込むことにより該
円弧状支持部２の長尺体長手方向での相対移動を阻止する係合溝部５０が形成されている
とともに、前記支持プレートＢの裏面における長尺体長手方向の一端部には、前記係合溝
部５０に係入した長尺体支持具Ａの円弧状支持部２の抜け出しを阻止する押えバンド５１
が、それの基端部に形成された薄肉部分５２を支点として揺動開閉操作自在に一体成形さ
れている。
【０００４】
　前記支持プレートＢの裏面の幅方向中央部における係合溝部５０の両側脇のうち、前記
押えバンド５１の基端部側とは反対側に位置する一方の側脇部には、前記押えバンド５１
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の先端側に形成された係止孔５３に係合可能な第１係止爪５４が一体的に突出形成されて
いるとともに、他方の側脇部には、前記押えバンド５１の中間部に一体的に突出形成され
た第２係止爪５５と係合可能な第３係止爪５６が一体的に突出形成されている。
【０００５】
　そして、前記長尺体支持具Ａの円弧状支持部２に長尺体が支持されている状態で支持プ
レートＢを装着する場合、架設されている長尺体を持ち上げて形成された該長尺体と長尺
体支持具Ａの円弧状支持部２との間の隙間に、一直線状に伸展された支持プレートＢと押
えバンド５１を、押えバンド５１の先端側から差し入れ、支持プレートＢの係合溝部５０
内に長尺体支持具Ａの円弧状支持部２が係入されたのち、前記押えバンド５１を支持プレ
ートＢの裏面側に折り畳み操作し、この押えバンド５１の係止孔５３及び第２係止爪５５
を、支持プレートＢの係合溝部５０の両側脇に形成されている第１係止爪５４及び第３係
止爪５６に係合させることにより、支持プレートＢを長尺体支持具Ａの円弧状支持部２に
装着している（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
【特許文献１】意匠登録第１３３４５１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の長尺体支持プレート及び長尺体支持装置においては、長尺体を持ち上げて形成さ
れた該長尺体と長尺体支持具Ａの円弧状支持部２との間の隙間に、一直線状に伸展された
支持プレートＢと押えバンド５１を挿通する際、押えバンド５１の中間部に一体的に突出
形成されている第２係止爪５５及び支持プレートＢの係合溝部５０の他側脇部に一体的に
突出形成されている第３係止爪５６が長尺体支持具Ａの円弧状支持部２に引っ掛かり易く
、しかも、前記押えバンド５１の先端から支持プレートＢの係合溝部５０の一側脇に位置
する第１係止爪５４までの長い寸法が差し込み操作長さとなり、さらに、この差込み操作
終了後に押えバンド５１を折り畳み操作して係合連結する必要があるため、支持プレート
Ｂの装着に手間取り易い。
【０００８】
　しかも、前記支持プレートＢと押えバンド５１とを一直線状に伸展させた状態で成形す
る必要があるため、成形金型が大型化して製造コストの高騰化を招来する問題があった。
【０００９】
　本発明は、上述の実状に鑑みて為されたものであって、その主たる課題は、前記長尺体
支持具に対するプレート装着作業を能率良く容易に行うことのできる長尺体支持プレート
及び長尺体支持装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による第１の特徴構成は、長尺体を受止め支持可能な長尺体支持具の支持部とこ
れに受止め支持された長尺体との間に介装可能で、且つ、前記支持部の長尺体長手方向で
の支持幅よりも大なる支持長さに構成された支持プレートに、前記長尺体支持具の支持部
に対して脱着自在に係合保持する係合保持手段が設けられている長尺体支持プレートであ
って、
　前記係合保持手段を構成するに、前記支持プレートの裏面に、これとの間に長尺体支持
具の支持部が長尺体長手方向から係入可能な係合空間を形成する差込み係合体と、前記長
尺体支持具の支持部を支持プレートの裏面に沿って前記係合空間内に係入案内する係入ガ
イド部が設けられている点にある。
【００１１】
　上記構成によれば、前記長尺体支持具の支持部に長尺体が支持されている状態で支持プ
レートを装着する場合、架設されている長尺体を持ち上げて形成された該長尺体と長尺体
支持具の支持部との間の隙間に、支持プレートの長尺体長手方向の一端部を差し入れ、そ
の状態で支持プレートの裏面を長尺体支持具の支持部の内側面に沿って滑らしながら差し
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込み操作すると、前記支持プレートの裏面に設けた係入ガイド部の係入ガイド作用により
、支持プレートの裏面と差込み係合体との間に形成されている係合空間に対して長尺体支
持具の支持部をスムーズに係合させることができる。
【００１２】
　したがって、従来の長尺体支持プレートと比較して、前記長尺体支持具に対する支持プ
レートの差込み操作途中で引っ掛かることを抑制することができるとともに、その差込み
操作長さも支持プレートの支持長さよりも短く構成することができ、しかも、差込み操作
後における折り畳み操作も不要であるため、支持プレートの装着作業を能率良く容易に行
うことができる。
【００１３】
　本発明による第２の特徴構成は、前記支持プレートと差込み係合体及び係入ガイド部と
が合成樹脂で一体成形されているとともに、前記差込み係合体が支持プレートの裏面から
離間する側に弾性変形可能に構成されている点にある。
【００１４】
　上記構成によれば、前記差込み係合体及び係入ガイド部が支持プレートの支持長さ範囲
内にあるため、合成樹脂で一体成形するにあたっても、従来に比べて金型の小型化によっ
て製造コストの低廉化を図ることができる。しかも、前記差込み係合体の先端側を支持プ
レートの裏面に近接位置させて抜け出し阻止機能を高めても、前記長尺体支持具の支持部
の係入移動に連れて差込み係合体を支持プレートの裏面から離間する側に弾性変形させる
ことができ、支持プレートの装着作業の能率化、容易化を維持することができる。
【００１５】
　本発明による第３の特徴構成は、前記支持プレートの裏面に、前記係合空間に係入した
長尺体支持具の支持部が支持プレートの裏面に沿って離脱移動することを接当阻止する阻
止面を備えた離脱阻止体が突出形成されているとともに、前記離脱阻止体には、前記係入
ガイド部を構成する傾斜ガイド面が形成されている点にある。
【００１６】
　上記構成によれば、前記長尺体の引っ張り操作等によって前記長尺体支持具の支持部に
装着された支持プレートに離脱方向の外力が作用したとき、前記支持プレートの裏面に突
出形成されている離脱阻止体の阻止面と前記係合空間に係入している長尺体支持具の支持
部との当接によって阻止することができる。
【００１７】
　それでいて、前記長尺体支持具の支持部に対して支持プレートを差込み操作する際、前
記離脱阻止体に形成された係入ガイド部を構成する傾斜ガイド面により、支持プレートの
裏面と差込み係合体との間に形成されている係合空間に対して長尺体支持具の支持部をス
ムーズに係合させることができる。
【００１８】
　本発明による第４の特徴構成は、前記支持プレートの裏面には、前記係合空間に係入し
た長尺体支持具の支持部の離脱移動を阻止可能な閉止姿勢にある前記差込み係合体の先端
部側を係脱操作自在に係合保持する係合部が形成されている点にある。
【００１９】
　上記構成によれば、前記係合空間に長尺体支持具の支持部が係入したのち、前記差込み
係合体の先端部側を支持プレートの裏面に形成された係合部に係合保持させることにより
、前記長尺体の引っ張り操作等によって前記長尺体支持具の支持部に装着された支持プレ
ートに離脱方向の外力が作用したときでも、閉止姿勢にある差込み係合体によって支持プ
レートの離脱を阻止することができる。
【００２０】
　本発明による第５の特徴構成は、前記支持プレートにおける長尺体長手方向に沿う一対
の側辺部には、他の支持プレートの側辺部に設けた連結手段と脱着自在に連結する連結手
段が設けられている点にある。
【００２１】
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　上記構成によれば、架設対象の長尺体の外径及び支持具の最大有効支持径が大きくなっ
た場合でも、前記支持プレートの側辺部に設けた連結手段に他の支持プレートの側辺部に
設けた連結手段を連結することにより対応することができ、前記長尺体の外径及び支持具
の最大有効支持径に応じて複数種類の支持プレートを製作する場合に比較して製造コスト
の低廉化と取り扱いの容易化を図ることができる。
【００２２】
　本発明による第６の特徴構成は、前記支持プレートの裏面には、前記係合空間に係入し
た長尺体支持具の支持部が係入可能な凹部が窪み形成されている点にある。
【００２３】
　上記構成によれば、前記支持プレートの裏面における係合空間に臨む部位が、前記係入
ガイド部の係入ガイド領域よりも凹部の窪み形成分だけ一段と低くなるから、長尺体支持
具の支持部に装着された支持プレートの離脱をより効果的に抑制することができる。
【００２４】
　本発明による第７の特徴構成は、前記差込み係合体が、前記支持プレートの裏面におけ
る幅方向の二箇所に設けられているとともに、前記両差込み係合体の隣接間には、支持プ
レートの幅方向中心位置側からの係脱操作を許容する状態で前記係合部が形成されている
点にある。
【００２５】
　上記構成によれば、前記支持プレートの裏面の幅方向二箇所に設けられた差込み係合体
によって離脱阻止機能を高めることができるとともに、前記両差込み係合体の先端部側を
係合部に係合保持させる場合でも、両差込み係合体の先端部側を指で摘まんで互いに近接
させるだけで、両差込み係合体の隣接間に設けられた係合部に対して同時に且つ簡単に係
脱操作することができる。
【００２６】
　本発明による第８の特徴構成は、長尺体を受止め支持可能な長尺体支持具の支持部に、
これに受止め支持された長尺体との間に介装可能で、且つ、前記支持部の長尺体長手方向
での支持幅よりも大なる支持長さに構成された支持プレートを配置し、この支持プレート
に、前記長尺体支持具の支持部に対して脱着自在に係合保持する係合保持手段を設けてあ
る長尺体支持装置であって、
　前記係合保持手段を構成するに、前記支持プレートの裏面に、これとの間に長尺体支持
具の支持部が長尺体長手方向から係入可能な係合空間を形成する差込み係合体と、前記長
尺体支持具の支持部を支持プレートの裏面に沿って前記係合空間内に係入案内する係入ガ
イド部とが設けられている点にある。
【００２７】
　上記構成によれば、前記長尺体支持具の支持部に長尺体が支持されている状態で支持プ
レートを装着する場合、架設されている長尺体を持ち上げて形成された該長尺体と長尺体
支持具の支持部との間の隙間に、支持プレートの長尺体長手方向の一端部を差し入れ、そ
の状態で支持プレートの裏面を長尺体支持具の支持部の内側面に沿って滑らしながら差し
込み操作すると、前記支持プレートの裏面に設けた係入ガイド部の係入ガイド作用により
、支持プレートの裏面と差込み係合体との間に形成されている係合空間に対して長尺体支
持具の支持部をスムーズに係合させることができる。
【００２８】
　したがって、従来の長尺体支持プレートと比較して、前記長尺体支持具に対する支持プ
レートの差込み操作途中で引っ掛かることを抑制することができるとともに、その差込み
操作長さも支持プレートの支持長さよりも短く構成することができ、しかも、差込み操作
後における折り畳み操作も不要であるため、支持プレートの装着作業を能率良く容易に行
うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　〔第１実施形態〕



(5) JP 2010-48339 A5 2012.5.24

　図１～図３は、長尺体の一例である給湯用配管（給湯管１Ａを保温材１Ｂで被覆した配
管）１を横架姿勢で受止め支持する長尺体支持装置の一例である配管支持装置を示し、こ
れには、給湯用配管１を受止め支持可能な支持部２を備えた配管支持具（長尺体支持具の
一例）Ａと、該配管支持具Ａの支持部２と受止め支持された給湯用配管１との間に介装可
能で、且つ、前記支持部２の配管長手方向（長尺体長手方向）での支持幅Ｗよりも大なる
支持長さＬに構成された合成樹脂製の支持プレートＢとが主要構成として備えられている
とともに、前記支持プレートＢの裏面（下面）には、配管支持具Ａの支持部２に対して脱
着自在に係合保持する係合保持手段Ｃが設けられ、さらに、前記支持プレートＢにおける
配管長手方向に沿う一対の側辺部（長辺部）には、他の支持プレートＢの側辺部に設けた
連結手段Ｄと脱着自在に連結する連結手段Ｄが設けられている。
【００３０】
　前記配管支持具Ａとしては、従来から種々の構造のものが存在するが、その一例を説明
すると、図１～図４に示すように、前記支持部２を構成する一対の半円弧状の金属製の支
持部材２Ａ，２Ｂの一端側に形成された筒状のヒンジ部２ａ同士が、枢支ピン２Ｃで揺動
開閉自在に枢支連結されているとともに、前記支持部材２Ａ，２Ｂの他端部に折り曲げ形
成された取付け部２ｂには、躯体や梁等の固定部から垂設された吊りボルト３に対する螺
合装着用のナット４を備えた金属製の取付け部材５の両端側の連結板部５ａが、ボルト６
・ナット７で固定連結されている。
【００３１】
　前記支持プレートＢは、図５～図１０に示すように、両支持部材２Ａ，２Ｂの円弧状支
持面に沿って弾性変形可能な可撓性を有し、且つ、自然状態では弾性復元力で平板状に復
元される矩形板状に成形され、この支持プレートＢの表面（上面）は、給湯用配管１を受
け止め支持する平滑な載置面ａに構成されている。
【００３２】
　前記支持プレートＢの裏面（下面）ｂの配管長手方向でもある長辺方向中央部には、配
管支持具Ａの両支持部材２Ａ，２Ｂが係入可能な溝状の凹部１０が、前記両支持部材２Ａ
，２Ｂの支持幅Ｗよりも少し大きな幅で窪み形成されているとともに、前記支持プレート
Ｂの裏面における凹部１０の両側部分には、配管長手方向に沿う複数本の補強リブ１１が
一体成形されている。
【００３３】
　前記係合保持手段Ｃを構成するに、支持プレートＢの裏面ｂにおける前記凹部１０の側
脇で、且つ、配管周方向（長尺体周方向）でもある短辺方向（幅方向）に間隔を隔てた二
箇所には、前記凹部１０の底面との間に配管支持具Ａの支持部材２Ａ，２Ｂが配管長手方
向から係入可能な係合空間Ｓを形成する差込み係合体１２と、前記配管支持具Ａの支持部
材２Ａ，２Ｂを支持プレートＢの裏面ｂに沿って前記係合空間Ｓ内に係入案内する係入ガ
イド部９、及び、前記係合空間Ｓに係入した配管支持具Ａの支持部材２Ａ，２Ｂの離脱移
動を阻止する閉止姿勢で前記差込み係合体１２の先端部側を係脱操作自在に係合保持する
係合部１３が形成されている。
【００３４】
　前記差込み係合体１２は、図４～図９に示すように、支持プレートＢの裏面ｂにおける
凹部１０の一側脇に一体形成される側面視略Ｌ字状の基部１２Ａと、これの先端に連続し
て支持プレートＢの裏面ｂに次第に近接する前下がり傾斜の中間部１２Ｂと、これの先端
に連続して支持プレートＢの裏面ｂから次第に離間する前上がり傾斜の操作摘み兼用の差
込みガイド部１２Ｃとから構成されている。
【００３５】
　前記差込み係合体１２のＬ字状基部１２Ａにおける裏面ｂと垂直な内側面は、前記係合
空間Ｓ内に係入される支持部材２Ａ，２Ｂと当接するストッパー面１２ａに構成され、ま
た、前記前下がり傾斜中間部１２Ｂにおける裏面ｂと対面する傾斜面は、前記係合空間Ｓ
内から離脱移動する支持部材２Ａ，２Ｂとの当接に連れて差込み係合体１２を裏面ｂから
離間側に弾性変形させる離脱ガイド面１２ｂに構成されているとともに、前記差込みガイ
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ド部１２Ｃにおける裏面ｂと対面する傾斜面は、前記係合空間Ｓ内に係入操作される支持
部材２Ａ，２Ｂとの当接に連れて差込み係合体１２を裏面ｂから離間側に弾性変形させる
係入ガイド面１２ｃに構成されている。
【００３６】
　前記前下がり傾斜中間部１２Ｂの離脱ガイド面１２ｂと差込みガイド部１２Ｃの係入ガ
イド面１２ｃとが略Ｖ字状に形成され、このＶ字状交点に対応する支持プレートＢの裏面
ｂの係脱口部位、つまり、支持プレートＢの裏面ｂにおける凹部１０の一側脇から差込み
ガイド部１２Ｃの先端相当位置までの領域の底面ｂ２が、前記凹部１０の底面ｂ１と支持
プレートＢの裏面ｂとの中間高さ位置で窪み形成されているとともに、前記凹部１０の底
面ｂ１と中間高さ底面ｂ２との境界箇所の第１段差面１４及び前記中間高さ底面ｂ２と支
持プレートＢの裏面ｂとの境界箇所の第２段差面１５が、前記係合空間Ｓに係入した支持
部材２Ａ，２Ｂの支持プレートＢの裏面ｂに沿った離脱移動を阻止する阻止面に構成され
ている。
【００３７】
　前記係合部１３は、図４～図９に示すように、前記両差込み係合体１２の隣接間の二箇
所に一体形成された配管長手方向に沿う略台形状の係合基板１３Ａと、これの頂部から相
手側に向かって突設される係合片１３Ｂとを配管長手方向視において略Ｌ字状に一体成形
して構成されているとともに、前記係合された両係合片１３Ｂの短辺方向で相対向する先
端縁１３ａは、前記差込み係合体１２を短辺方向中央側の係脱許容位置にまで弾性復元力
に抗して捻り変形させたときの傾斜姿勢に沿う傾斜縁に形成され、この傾斜縁１３ａには
、閉止姿勢で係合された差込み係合体１２の先端部の離脱移動を阻止する離脱阻止突起１
３ｂが支持プレートＢの裏面ｂに向かって突設されている。
【００３８】
　そして、前記支持プレートＢの裏面の幅方向二箇所に設けられた差込み係合体１２によ
って離脱阻止機能を高めることができるとともに、前記両差込み係合体１２の先端部側を
両差込み係合体１２の隣接間に設けられた前記係合部１３に係合保持させる場合でも、両
差込み係合体１２の差込みガイド部１２Ｃの先端部側を指で摘まんで互いに近接させるだ
けで、両係合部１３に対して同時に且つ簡単に係脱操作することができる。
【００３９】
　前記係合基板１３Ａの長辺方向の両端面のうち、前記凹部１０側において支持プレート
Ｂの裏面ｂと垂直となる一方の端面は、前記係合空間Ｓに係入した支持部材２Ａ，２Ｂの
支持プレートＢの裏面ｂに沿った離脱移動を阻止する阻止面に構成されているとともに、
他方の傾斜端面は、前記係合空間Ｓ内に係入操作される支持部材２Ａ，２Ｂとの当接に連
れて差込み係合体１２を裏面ｂから離間側に弾性変形させながら係合部１３を乗り越え移
動させる傾斜ガイド面１３ｄに構成されている。
【００４０】
　前記支持プレートＢの裏面ｂのうち、前記係合部１３と短辺方向（幅方向）で相対向す
る差込み係合体１２の外側脇には、短辺方向視における輪郭形状が係合部１３の係合基板
１３Ａと同一又は略同一に構成された板状の離脱阻止体１６が一体形成され、この離脱阻
止体１６の長辺方向の両端面のうち、前記凹部１０側において支持プレートＢの裏面ｂと
垂直となる一方の端面は、前記係合空間Ｓに係入した支持部材２Ａ，２Ｂの支持プレート
Ｂの裏面ｂに沿った離脱移動を阻止する阻止面１６ａに構成されているとともに、他方の
傾斜端面は、前記係合空間Ｓ内に係入操作される支持部材２Ａ，２Ｂとの当接に連れて差
込み係合体１２を裏面ｂから離間側に弾性変形させながら離脱阻止体１６を乗り越え移動
させる傾斜ガイド面１６ｂに構成されている。
【００４１】
　前記両係合基板１３Ａの傾斜ガイド面１３ｄ及び両離脱阻止体１６の傾斜ガイド面１６
ｂをもって、前記配管支持具Ａの支持部材２Ａ，２Ｂを支持プレートＢの裏面ｂに沿って
前記係合空間Ｓ内に係入案内する前記係入ガイド部９が構成されている。
【００４２】
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　前記連結手段Ｄを構成するに、支持プレートＢの一側辺部の長手方向二箇所に、短辺方
向外方に突出する第１連結片１７を一体形成し、これに対応する支持プレートＢの他側辺
部の長手方向二箇所には、他の支持プレートＢの一側辺部に形成されている第１連結片１
７と重合可能な第２連結片１８を一体形成するとともに、前記第１連結片１７には嵌合突
起１９を突設し、前記第２連結片１８には、第１連結片１７の嵌合突起１９と脱着可能に
嵌合する嵌合孔２０が形成されている。
【００４３】
　そして、図１２、図１３に示すように、架設対象の給湯用配管１の外径及び配管支持具
Ａの最大有効支持径が大きくなった場合でも、前記支持プレートＢの側辺部に設けた連結
手段Ｄの嵌合突起１９又は嵌合孔２に他の支持プレートＢの側辺部に設けた連結手段Ｂの
嵌合孔２又は嵌合突起１９を嵌合連結することにより対応することができ、給湯用配管１
の外径及び配管支持具Ａの最大有効支持径に応じて複数種類の支持プレートＢを製作する
場合に比較して製造コストの低廉化と取り扱いの容易化を図ることができる。
【００４４】
　尚、図８中の２２は前記両差込み係合体１２を成形するための貫通孔であり、２３は前
記両係合部１３を成形するための貫通孔である。
【００４５】
　〔第２実施形態〕
　上述の第１実施形態では、前記差込み係合体１２を、支持プレートＢの裏面ｂにおける
配管周方向側となる幅方向（短辺方向）の二箇所に設けるとともに、この両差込み係合体
１２の隣接間に、支持プレートＢの幅方向中心位置側からの係脱操作を許容する状態で前
記係合部１３を形成したが、図１４に示すように、前記係合部１３を両差込み係合体１２
の外側脇に配置して、この係合部１３に対して差込み係合体１２を支持プレートＢの幅方
向外側方から係脱操作可能に構成してもよい。
【００４６】
　また、前記支持プレートＢの裏面ｂのうち、前記係合部１３と短辺方向（幅方向）で相
対向する差込み係合体１２の内側脇には、短辺方向視における輪郭形状が係合部１３の係
合基板１３Ａと同一又は略同一に構成された板状の離脱阻止体１６が一体形成されている
。
　尚、その他の構成は、第１実施形態で説明した構成と同一であるから、同一の構成箇所
には、第１実施形態と同一の番号を付記してそれの説明は省略する。
【００４７】
　〔第３実施形態〕
　上述の第１実施形態では、前記差込み係合体１２を、支持プレートＢの裏面ｂにおける
配管周方向側となる幅方向（短辺方向）の二箇所に設けたが、図１５に示すように、前記
差込み係合体１２を、支持プレートＢの裏面ｂにおける配管周方中央位置に一つだけ配置
し、その一側脇に前記係合部１３を配置して構成してもよい。
【００４８】
　また、前記支持プレートＢの裏面ｂのうち、前記係合部１３と短辺方向（幅方向）で相
対向する両側辺部近傍箇所には、短辺方向視における輪郭形状が係合部１３の係合基板１
３Ａと同一又は略同一に構成された板状の離脱阻止体１６が一体形成されている。
　尚、その他の構成は、第１実施形態で説明した構成と同一であるから、同一の構成箇所
には、第１実施形態と同一の番号を付記してそれの説明は省略する。
【００４９】
　〔その他の実施形態〕
　（１）上述の各実施形態では、前記長尺体１として給湯管１Ａを保温材１Ｂで被覆した
給湯用配管を例に挙げて説明したが、冷媒管を保温材で被覆してある空調用配管や柔軟な
保護層を備えたケーブル等を用いて実施してもよい。
【００５０】
　（２）上述の各実施形態では、前記長尺体支持具Ａとして、最下端位置を支点として揺
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動開閉自在な半円弧状の金属製の支持部材２Ａ，２Ｂを備えた配管支持具を例に挙げて説
明したが、前記配管を受止め可能な略「し」の字状の支持部材と該支持部材の開口を開閉
可能な蓋体とを備えた配管支持具など、既存する他の金属製又は合成樹脂製の長尺体支持
具Ａを用いて実施してもよい。
　そのため、前記長尺体支持具Ａの支持部２としても種々の形態が存在することになる。
【００５１】
　（３）上述の各実施形態では、前記支持プレートＢは、両支持部材２Ａ，２Ｂの円弧状
支持面に沿って弾性変形可能な可撓性を有し、且つ、自然状態では弾性復元力で平板状に
復元される矩形板状に成形したが、この支持プレートＢを、両支持部材２Ａ，２Ｂの円弧
状支持面に沿って弾性変形可能な可撓性を有する状態で中間的な曲率の弧状に湾曲成形し
てもよい。
【００５２】
　（４）上述の各実施形態では、前記支持プレートＢと差込み係合体１２及び係入ガイド
部９とを合成樹脂で一体成形したが、複数の部品に分けて組み付け構成してもよい。
【００５３】
　（５）上述の各実施形態では、前記連結手段Ｄを嵌合突起１９と嵌合孔２０から構成し
たが、この構成に限定されるものではなく、例えば、側辺部に沿って連続する嵌合突条と
嵌合溝部から構成してもよく、さらに、ホック等を用いて構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の第１実施形態の配管支持装置を示す配管取付け時の断面正面図
【図２】配管支持装置の側面図
【図３】配管支持装置の底面図
【図４】要部の拡大断面側面図
【図５】支持プレートの底面図
【図６】図５におけるVI－VI線視での側面図
【図７】図５におけるVII－VII線視での正面図
【図８】支持プレートの平面図
【図９】図５におけるIX-IX線断面図
【図１０】図５におけるX-X線断面図
【図１１】二枚の支持プレートを連結したときの底面図
【図１２】連結した二枚の支持プレートを配管支持装置に取り付けたときの断面正面図
【図１３】図１１におけるXIII－XIII線視での正面図
【図１４】本発明の第２実施形態の支持プレートを示す底面図
【図１５】本発明の第３実施形態の支持プレートを示す底面図
【図１６】従来の配管支持装置の要部の拡大断面側面図
【図１７】従来の支持プレートの斜視図
【符号の説明】
【００５５】
Ａ　　　　長尺体支持具（配管支持具）
Ｂ　　　　支持プレート
Ｃ　　　　係合保持手段
Ｄ　　　　連結手段
Ｌ　　　　支持長さ
Ｓ　　　　係合空間
Ｗ　　　　支持幅
ａ　　　　表面（載置面）
ｂ　　　　裏面
１　　　　長尺体（給湯用配管）
２　　　　支持部
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９　　　　係入ガイド部
１０　　　凹部
１２　　　差込み係合体
１３　　　係合部
１６　　　離脱阻止体
１６ａ　　傾斜ガイド面
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